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筑波山地域ジオパーク霞ケ浦ゾーンに分布する古東京湾堆積物に関する微化石の検討 

古東京湾微化石研究グループ 野村正弘（代表）・小沢広和・金子稔・石川博行 

 

本研究では、古東京湾の古環境変遷を⾼精度で復元することを⽬的として、下総層群堆積物中に含まれ 

る⽯灰質微化⽯（底⽣有孔⾍・浮遊性有孔⾍・⾙形⾍）の群集解析を実施した。これまで当研究グループ 

では、古東京湾堆積物中の微化⽯分析を継続的に行い、古環境データの蓄積を進めてきた。今回、筑波山 

地域ジオパーク霞ヶ浦ゾーンの重要なジオサイトである川尻・崎浜・歩崎の 3 地点の露頭から、計 13 試

料を採集し詳細な微化⽯分析を行った。 

試料は露頭から直接採集し、粒⼦分散処理後、⽬開き 0.074mm の篩で⽔洗・篩別を行い、残渣中から 

顕微鏡下で有孔⾍および⾙形⾍を摘出した。底⽣有孔⾍の同定は金⼦・⽯川、浮遊性有孔⾍は野村、⾙形 

⾍は⼩沢が担当し、⾛査型電⼦顕微鏡による観察も行った。その結果、底⽣有孔⾍21 属 38 種、浮遊性 

有孔⾍5 属 5 種、⾙形⾍約 30 属 50 種を確認した。 

底⽣有孔⾍群集は⼤きく二つに区分された。第⼀の群集は、崎浜カキ床下部・中部および川尻カキ床の 

試料に認められ、Ammonia beccarii を最優占種とし、Buccella frigida や Elphidium subarcticum を伴う。 

この群集は⽇本の内湾汽⽔域から湾中央部に分布する種構成を示し、当時の環境が湾奥部ないし湾奥に 

近い湾中央部であったことを示唆する。第二の群集は、歩崎観⾳参道の⾙化⽯を含む試料および崎浜カ 

キ床上部の試料に認められ、Rosalina vilardeboana を最優占種とする。歩崎試料では Elphidium kusiroense、 

Pseudononion japonicum、Hanzawaia nipponica、Cibicides lobatulus などを伴い、崎浜上部では Rosalina 

bradyi、Porosorotalia makiyamai、Ammonia japonica などが随伴する。さらに両試料から浮遊性有孔⾍も 

産出しており、これらは湾⼝部ないし湾⼝に近い湾央部の環境を示すと考えられる。両群集の層位関係 

から、湾奥的環境からより開放的な環境へと変化する海進過程が読み取れる。 

浮遊性有孔⾍では、温帯性の Globigerina bulloides および Globorotalia inflata と、熱帯性の 

Globigerinoides ruber や Pulleniatina obliquiloculata が共産した。外洋性種である浮遊性有孔⾍が内湾堆 

積物中に含まれることは、当時湾⼝が⽐較的開放的であり、暖流の影響が湾奥部まで及んでいたことを 

示唆する。外洋性種の内湾への流⼊は古海流復元の重要な指標となる。 

⾙形⾍化⽯では、現在の本州沿岸内湾中央部に多く⽣息する Bicornucythere bisanensis、Spinileberis 

quadriaculeata、Cytheromorpha acunpunctata などが多産した。また、現在は琉球列島以南の内湾域に分

布する Neomonoceratina delicata も確認されたことから、当時の調査地域は現在の関東地⽅沿岸よりも 

やや温暖な内湾環境にあったと推定される。 

本研究の意義の⼀つは、従来あまり検討が進んでいなかったカキ床などの粗粒堆積物においても、⽯灰 

質微化⽯が良好に保存され、古環境復元に有効であることを実証した点にある。また、有孔⾍・⾙形⾍を 

組み合わせた統合的解析により、⽔深変化、湾の開放度、海流影響、⽔温傾向といった複数の環境要因を 

総合的に復元できることが示された。 

今後の課題としては、各地点内の層序関係は明確であるものの、地点間の層序対⽐が⼗分でないため、 

より精緻な層序枠組みの構築が必要である。 
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